
~1. 埋蔵文化財包蔵地

I如 名 称 種 類 所在地 時 代 主要 な 検出遺溝 主 要な出土遺物 地図

l 我 学南辿跡 梨落跡 天美我益2・3 古墳～中世 A4A5 

2 大相 Ill今池迫跡 集落跡 天美西 1~8 1日石器～中世 ［古沿時代］幣穴住居、掘立柱建物、 【旧石器時代］ナイフ形石器 A2A3 
社寺跡 天我蛍 4~7

【飛鳥～鎌店古峙墳代l（方墳）
【縄文時代】有舌尖頭器 A482 

古 瑣 水田、掘立柱迎物、 【古珀時代】金銅製鈴、ヒスイ製勾玉、 B3B4 
生産迫跡 井戸 韓式系土器、地輪

［古代～中世l「山上」型杏土盤、白を、
包丁、7J、曲物、緑釉陶器、
匡同茸跡」銅銭、且

3 城迫寺束遺跡 集落跡 天美北 2 古墳—ー中世 Cl C2 

4 城速 寺 迎跡 集落跡 天美北 3 • 5 弥生～近世 Bl 82 
社寺跡 Cl C2 

5 池 内 虹 跡 集落跡 天美北 I • 6 弥生～近世 【弥生時代］平地建物、掘立柱建物、水田 ［弥生時代】前期彩文土器 B2C2 
その他の墓 天美東 3・5 【古頃時代］方形周溝禁 【平安時代】「相野宮」母害十翠、硯、

生産逍跡 【平安時代］掘立柱建物，土坑葵井戸 飾帯、緑釉陶器、躇羽口

6 天美東 l丁目追跡 集落跡 天美東 l 中世 C3 

7 堀 造 跡 渠落跡 文美南 4・5 古墳・→近世 【古墳時代］掘立柱建物 ［古瑣時代］滑石製紡錘車 B3B4 
土産 迫跡 【飛烏時代］掘立柱建物 【奈良時代】瓦、砥石 C3C4 

障 良時代］掘立柱建物、水出、 井戸
【中世 】掘立柱建物、水丑畠

8 天美南辿跡 集落跡 天芙南 2 弥生～古瑣 C3 ， 高 木 逍 跡 集落跡 北新町 3~5 弥生～近世 悶 生時代］竪穴住居、掘立柱連物 【穿良～平安時代］海祇菊萄鎖、下駄、 B4 BS 
天英我営5 砕 良～平安時代】閥立柱建物 、 緑釉陶器

条里坪塙人珪畔 【中世］音白磁
【中世 ］掘立柱建物、井戸

10 清 水 遺 跡 集落跡 北新町 6 古墳～中世 【古tl'1時代］掘立柱建物 BSCS 
南新町 5・6 砕 良時代］条紀里坪壊濯

11 布 ヌ‘’‘J‘ 辺 跡 集落跡 北新町 I・2 弥生～近世 ［平安時代］掘立柱建物 ［平安時代l瓦 B4 B5 
社寺跡 南新町 l 園倉時代］井戸 C4 C5 

12 鍵 田 遺 跡 集蕗跡 南新町 4 古墳 B6 

13 南新町迎跡 集落跡 南新町 2・3 縄文-中世 【古墳時代］竪穴住居 ［飛烏時代】金銅製耳環、ヒスイ CSCG 
【飛烏時代］掘立柱建物、道路測滞 【平安時代】「昨」艇出土器、斉串、
【平安時代］掘立柱建物、 井戸 石帝（丸柄I

14 束新町造跡 集落跡 束新町 1~3 縄文～中世 【縄文～弥生時代】地震唄砂 阿生時代】石庖T、石鏃、弥生土器 C4 C5 
その他の笙 田井城 6 酬 生時代］掘立柱建物、 井戸 D405 

天美南 1 （占旧時代］方形周溝茎
[/ll烏時代］道路側溝

【平安時代］掘立柱建物

15 河 合 遺 跡 集落跡 河合 1-6 弥生～近世 【飛烏～奈良時代】大淮 【飛烏時代】銅製錘、丹比廃寺式粁丸瓦 C6 C7 
官 面跡 障 良時代］大型掘立柱建物群、井戸 障 良時代】曲物、斎半、瓦、 墨書土器 U6U7 

国 怠時代］掘立柱建物 【鎌怠時代】笞、否白磁

16 高見の里逍跡 菜落跡 高見の里 1-6 縄文～近世 【平安～鎌店時代】播立柱建物井戸 【弥生時代】磨製石剣 D5D6 
【古t]l時代】鉄斧
［半安～鎌倉時代］桝、曲物、肯白磁

17 三宅 西遺跡 集落跡 三宅西 5~7 縄文～中世 Eが生時代］竪穴1主居、方形因溝粒 【縄文時代】後期中菜士器 D2 
その他の葵 三宅中 7 【古lJ1時代］水利施設 【古墳時代】百済土器
生産辺跡

18 口池下辿跡 集落跡 三宅西 2 古坑～中世 D3 

19 三宅西 4T目迫跡 集落跡 三宅西 4 弥牛 D2 

20 宅 坦-- 跡 集落跡 三宅中 !~8 弥生～近世 【平安時代］掘立柱建物、井戸 ［平安時代］「大灼県虹墨告曲物片 DZ-4 

【中世 】掘立柱建物 E2~4 

21 三宅 束造跡 集落跡 二宅束G・7 古墳—チ中世 【古代 】土師器、須忠器、瓦 E2F2 

22 蔵 重 迎 跡 集落跡 三宅東3・4 奈良～近世 E2E3 

別所 7 F2F3 

23 阿 保 迎 跡 集落跡 岡保 1~7 弥生～近世 【古墳時代］水Ell 【奈良～平安時代】製塩土器、瓦 D4 D5 
宮 面跡 （飛烏時代］掘立柱建物 ［中廿 ］閥物 E4 Ea 
生産迫跡 【奈良～平安時代］揺立柱建物

【巾世 】掘立柱建物、井戸

24 ..I: EB 町追跡 集落跡 岡保 l 1日石器～近世 箇 生時代］水田 【縄文時代】有舌尖頭器 D5D6 
生産逍跡 上田 1-7 【古墳時代］竪穴住居、井戸 【弥生時代】打製石剣、木製牒具、 E5~7 

柴垣 I 【飛島時代］堀立柱建物 小型祐製鏡

【奈良一平安時代】掘立柱建物、 【古墳時代】籠、埴輪、韓式系土器
条里坪境大溝 ［奈良～平安牒代l「神功1糾賓」鎖銭、

【中世】掘立柱追物、井戸 滑石製臼玉

25 新 堂 迫 跡 集落跡 新堂 1~4 旧石器～近世 【古墳時代］古墳、堀立柱建物、福受 【縄文時代】石棒 D6 D7 
古 培 布見の里5・6 【平安—ー鎌倉時代】 揺立柱建物、井戸 【古墳時代】埴輪 E6E7 

柴垣 l ［平安～趾臼時代l「乾元人貸」絹銭

26 岡 迫 跡 集落跡 柴疸 l 1日石器～近世 【古頃時代］古墳 【旧石器時代）ナイフ形石器 E7E8 
社寺跡 岡 2-5 （平安～鎌含時代］河内鋳物師工房、掘 ［古墳時代 】埴論
古 浪 立杜建物、井戸 【平安～鎌倉時代J鋳型、鉄滓、石鍋、
生産 迫跡 育白磁瓦

tlo. 名 称 種 類 所 在 地 時 代 主要な 検 出 遺 構 主至 な出 土遺物 地区

27 JL 部 叫"" 跡 集落跡 柴垣 2 組文～近世 ［古頃時代l□墳群 [IB石器時代］ナイフ形右器 E7 ES 
社寺 跡 立部 1~5 障良時代］火葬塾 ［古墳時代］滑石製子持勾玉、埴輪 F6~8 
古 墳 【平安時代】河内鋳物師T房、火葬紙、 ［平安時代］「東寺J晃臼士器、阿百城再 ・
その他の位 木棺磋群、掘立柱建物、井戸 應保」線亥吐基弓、鋳型

土産遺跡 国 倉時代］河内鋳加『正房、掘立廿建物 【鉗倉時代］鋳胆、鉄溶、皆白磁

国町時代】掘立柱建物、井戸 【室町時代】漆器椀、 型苫土器、呪符オ翻

28 消 堂 逍 跡 集落跡 岡 1・6・7 旧石器～中世 【古頃時代】井戸 【18石器時代］ナイフ形石器 07-9 
丹南 I • 2 【平安～鎌倉時代】掘立柱建物、井戸 【平安～鎌臼時代】石鍋 E8E9 

29 丹 南 追 跡 集落跡 丹南 2~5 絹文～近世 国峙～平安時代】掘立柱建物、井戸 ［縄文時代］有舌尖頭器 E8E9 
官街 跡 消路側溝 ［古填時代】埴輪
社寺跡 ［中世】河内鋳物師工房 ［中世 ］「来迎寺J粁丸瓦、
城館跡 掘立柱建物、井戸、寺I浣、 「南無ロロロロ」軒平瓦
その他の塾 木棺稔 【近世 】赤絵大皿、水滴、 硯
生産迫跡 【近 1!!:】丹南活陣屋、丹南学校

器校跡

30 西大塚迫跡 集落跡 西 1西野々 l中世 F5 

31 一 汗犀 町迎跡 其落跡 ー油犀 1~5 組文～近世 ［古tll時代］古墳 ［古頃時代］埴輪 F4 r5 
古 咲 l奈良時代】井戸 ［穿良時代］櫛、斎串、銅製帯金具蛇尾、 G4G5 

【平安～鎌臼時代】掘立柱建物 人面型菩土器、「船」型書
土器、「萬年通貨」飼銭

}2 別 所 迎 跡 艇落跡 別所 7~9 古墳 、奈良、【奈良時代］押立柱建物井戸 ［古瑣時代】埴輪 F2F'., 
城館跡 中世

33 大 堀 迎 跡 集落跡 大湿 1~4 旧石器～近世 【古墳時代］竪穴住居 【古瑣時代】埴綸 GZ-4 
城館跡 ［奈良時代］堀立柱建物 ［奈良時代］型塩士器亙
社寺跡

34 屋 後 遺 跡 集落跡 小Ill6 古項～中世 （古醗代）埴輪 G3H3 

35 小 Iii 漑 跡 集落跡 小IllI・4・S 古瑣～中世 国 名時代】井戸 【平安時代】曲物 G3G4 
［平安時代］井戸 ［鎌合時代］曲物 H3Hc 
国躙切 井戸

36 津 堂 遺 跡 集蕗跡 小Ill2・3 経文～古墳 H4 

中世

37 若 林 追 跡 !h 路跡 若林 2 組文～中世 [l!j, 生時代］井戸 ［弥生時代］弥生口期 ・後期士器 H3 
【古頃時代】掘立柱建物井戸 【古墳時代］埴恰
【平安時代］掘立柱建物井戸

38 樋野ケ池窯跡 生産辿跡 上FR6 古墳 須恵器窯灰原 【古墳時代】須屯器 FR 

39 狐塚古頃跡 古 Ill 天美西 1・5・6 古坦 前方後円±]1(全壊I B3 

40 権現山 古 墳跡 ＋ し』 沿 三宅~ 6 古墳 前方後円墳（全壊） D2E2 

41 三宅古墳 跡 古 沼 三宅口 4 古墳 的T；貝式古培（全壊I E2 

42 立部古頃群跡 古 填 立部 3 尋 円頃 ・た墳（全壊） （さ甘罰寺代］祖し＼形埴輪 F7 

43 大塚山古墳 占 墳 西大塚 1 古墳、中世 前方後円墳（宮内庁陵窮参考地） F5F6 

44 山ノ内古堺跡 城館跡 上田 5 古培 前方後円墳 （全埃） ES E6 

45 /11ノ 上凸墳跡 白 泊 一律屋 5 占頃 ,i{J方後円墳（全聡！ （白瑣時代］巫女形埴輪、蓋形埴輪 G4 

46 ー袢屋古墳 古 項 ー津屋 5 古墳 、中世 前万後円墳（平壊） cs 

47 長 尾 街 道 街 道 天美我堂～一津屋 飛屯～近世 国屯～奈良時代］迎路但附貨 ［飛屯～奈良時代】基古土器 A5~G5 

48 竹 杓 街 道 街 道 岡～立部 飛烏～近世 ［近世】道路側溝 IB~FS 

49 難波大道跡 古 道 翠西 飛鳥～奈良 国屯時代］道路側溝 Al ~5 

50 丹 比 大 溝 暗 巣 ー津屋～裔見の里 飛烏～近世 【飛!'.;~中世］大溝 ［奈良時代］人形、櫛、下駄、人面型古 CT~F5 
河合 士器、「神功問買J銅銭

51 蔵直匹迫跡 渠路跡 三宅東 4 • 5 奈艮～中世 障 良～平安時代】掘立柱建物井戸 【奈良～半安時代】1廿血硯且 E2 E3 
官街跡 F2F3 

52 下商野街道 街 道 天芙西～河合 平安～近世 Bl ~CT 

53 中高野街道 街 道 三宅口～丹南 平安～近世 El~9 

54 天美西迫 跡 攻落跡 天美更9 弥生～中世 【中世】掘立柱建物 B3 

55 天美北6丁目北迎跡 巣蕗跡 天芙北6 弥生～近世 B2 

56 天美北6丁目南逍跡 集落跡 天美北6 弥生～近世 B2 

57 若 山 追 跡 生産遥跡 上田 6 古墳 （中世～近世l水田、井戸 ［古墳時代l土師器 E6F6 
中世～近世 【中近也】瓦器椀、陶磁器

58 新産遺 跡 B地点 集落跡 新堂 4 弥生 【サ艇調m弥生二器 07 

量2.寺院
ぬ 名 称 所在地 宗 派 摘要 地 図

1 善 正 寺 天美我常 7 浄土；；；宗 （束） 大阪市平野区にあaた真言宗 ・金岡1/乗院が、 室町時代 ・明応年間 (]49112 醜--の1500時に)に改宗し現在の最 A4 

勝寺の地に移転し、浄韮寺と称する。安土桃山時代・文禄 2年8年(1593)憎／ 「善正寺」と改号。
そ0)後、江戸時代 ・元和2牛 (161b)に砂村へ移り、 寛永 l (1641)に現在の地に移った。

2 安 築 寺 翠西2 浄土真宗（東） 江戸時代 ・延宝7年 (1679)にイ部先静（勝）が印鯉したと伝えられる。 B2 

使 名 称 所在地 宗 派 摘要 地 図

3 施 福 ＝ 寸 天美西 3 浄土真宗（東） 創建時期は不明。薬師、地蔵堂の薬師如来 ・日光菩薩 ・月光菩菊の三蔚は、元は薬師堂 1寺院ti'!57) B2 
のもので、元和元年 (1615)大坂夏の陣で薬師堂が荒廃したため祀ったと伝えられる。

4 最 勝 寺 天美北 5 浄土真宗 1東） 善止寺が砂村へ移った後に残った寺院で、江戸時代 ・究永 12年 (1635)に現寺号に改号c境内には、 B2 
喝和の初め頃まで若者たちが力試しに使った4個の力石がある。

5 安 明 寺 天芙北 5 南北朝時代 ・元中年間江戸(13時8代4~ ・宝13永92元)に、椛70木4)氏の一大族和の/II'D付EBけ正替綱え（で正寺遠地）のは家失臣 ・城連寺安明が削建 82 
したと伝えられる。 年 (1704) 大 われ、嘉永年間 (1848
- 1853)に、最勝寺境内に小堂を設け移転した。

6 敬 巨Cヽ 寺 天芙束 8 浄土真宗 1西） 室町時代 ・永正 II18年ii5!)Sにl4池)に和真学言宗校か（ら改宗したと伝えられるc明治6年 (1873)に89番小学が 83 
固かれ、明治8年 I I現天美小学校）へと校名を変更した。

7 貞 正 寺 天芙南 4 浄士呉宗 1束） 江戸時代・党文2年 (1662){酋宝撞の創建とされるが、党文9年 (1669)に僧法遥が劇建したとも言われる。 81 

8 大 林 寺 北新町 l 融通念仏宗
明【ど市治な指っ1定1た有年永形興(1文8寺7化8（財)寺に】院十「fh念一仏5面3寺)硯の」音本の立認祝像地・十（に平一、安而堺時観市代音美後立原;ll'j像区)等大，，，平楔安成よ府2り1し大乞て林い(2寺00ふを9当)河2地内月に阪3移1甜日転三指し十定た三。所手の治札に所廃。寺

cs 

， 布忍寺 （東之坊 ）北新町 3 真 言 宗 古興頃寺時）（代寺・院用N明o天53皇)の2塔年頭(5の87名)に聖憶太子が創建したと伝えられる。平安時代に創建された布忍寺 （永 84 
残りとも考えられている。

ID 匝 成 寺 北新町 5 浄士真宗 1西） 創建年代は不詳だが、江戸時代前半には惣道場として寺観が整っていたとされる。 B4 

II 教 通 寺 南新町 l 浄土真宗 1西） 創建年代は不詳だが、正徳元年 (1711)時点で住職は 13代目にあたっている。山I'りは昭和 17年に cs 
解散した 「更池銀行」 より移築されたものである。

12 多 惜1 院 南新町 1 単 ~ 旦 平安時代・・窃究治政38年年(108~1 に永腿律師が創連し、堀河天皇勅願の多間天を安悩していた と伝えられる。 r,5 

江戸時代 に(1796)5代住識組昂が作った更池村惣井戸は新町公民館前に移築されている。

13 梱 名 寺 南新町 2 浄土真宗（西） 惣姐場より発祥したと思われ、江戸時代 ・貞享 4年 (1687)に現寺号を与えられたとされる。 C6 

14 浄 林 寺 南新町 5 安 栗 宗 元は哀言宗で、江戸埒代・元禄 II年 (16浄9林8)寺に本｛酋堂瑞正光面がに改は宗慧。極そ平のの後「、肖寺林運寺が」哀扁え頷るがが掲享げ保ら2年(1717) 85 
に僧慧極とイ師甜統により再興された。 れている。

15 宝 泉 寺 南新町 6 融通念仏宗 鎌倉時代 ・元亨3年 (1323)に、法明上人の念仏勧進道湯として創建されたと伝えられる。 BS 

16 浄 侶 寺 東新町 5 浄土真宗 1東） 惹迎場より発祥したと思われる。かつて本堂1こ葺かれていた文政 2年 (1819)年銘の瓦が残る。 C6 

17 稲 念 寺 河合 3 浄土哀宗！東） 鎌倉時代 ・弘安6年 (1283)に、摂津源氏の祖である源満件の家臣 ・多田仲光の末裔により創建され D7 
たと伝えられる，

18 敬 念 寺 志見の里 3 浄土真宗 l束） 室町時代・本天堂文に元は年正(徳1533年2)の創埋と伝えられる。江戸時代 ・延宝年間 1167(138.7. 9)1再68建0)のに棟現札寺が号残をる与。 OS 
えられた。 (1713)再建の棟札が残り、太鼓楼には明治 12年

19 西 宗 ~tj· . 田井城 5 El 逍 宗 江戸時代 ・宝暦8年 (年1758)に現在の大阪市中央区谷町9丁目に創建された寺院で、田井城の信徒逹 D4 
の希望により明治29 08961に現在の地に移転した。

20 陽 ；；；； 寺 田＃城 5 浄土真宗（東） 飛罠1時代 ・舒明天皇 13の年追(6立41)創建の宮寺で天台宗より改宗したと伝えられるC 本堂は室町酎,,. 明 D4 

応 7乞 (ヒ1元49年8)年伯快智 とされる。本党に江百時代 ・天俣 12年 (1841)再建の柿札が残り、太鼓
楼に文イ (1801)の棟札が残る。

21 西 方 寺 三宅中 5 恐通念仏宗 鎌倉時代 ・代元ま亨で年は闊河(1内3西21国~三1十32三3所)にの、オ法明＿ヒ人の念仏勧進道場として創建ざれたと伝えられる。 D3 
昭和 50年 L所であった。

22 善 長 寺 三宅中 5 浄土真宗（東） 室町時代 ・門文が明建冗立年し(1た46こ9)とにか僧ら成二教人がの創頭建文し字たをとと伝っえられる。 (.LP時代に三宅村の樋口善左衛門と 印

大橋長右衛 て寺号としたと伝えられる。

23 願 久 寺 三宅中 5 浄土真宗 1東） 元は天台宗で、戦国時代 ・永正 11年 (1514)に管浄琢により中興し、 改宗したと伝えられる。 E3 
明治 7年 (1874)に善長寺ととも正三宅学校（現三宅小学校）が囲かれた。

24 玉 應 寺 三宅巾 5 浄士真宗 1東） 室町時代 ・明応元年 (1492)に1曽正伝が創建したと伝えられる。 D3 

25 西 徳 寺 阿保 5 浄土真宗 1東） 室町時代 ・永正3年 (1506)の創建こ伝えられる。 E4 

26 安 蓑 寺 阿保 6 浄士真宗 l東） 江戸時代 ・窃文 12乞 (1672)の創建と伝えられる。 E4 

27 願 正 寺 上田 7 浄土真宗 1東 ）元は真言宗で、江戸時代・党永年問 (1624-1643)に中興したと伝えられる。本堂には宝永2年(1705) E6 
と文政 4年 (1821)の棟札が残る。明治 7年 (1874)には松原小学校が誼かれた。

28 良 念 寺 新堂 3 海士宜宗（東 ）室町時代 ・永庄 12年 (1515)に本顧寺より本尊を下付されたこレからこの頃の創建ど患われる。 E7 

L9 浄 光 寺 新堂 3 融逍念仏宗 鎌倉峙代 ・元亨 2に年焼(!失:Jしee)に法明上人の念仏勧進追場として創建されたこ伝えられる。室町時代 ・ ヒ7
永正元年 (1504) 、江戸時代 ・明暦元年 (1655)に僧旅休が再建した。

30 泉 福 守・ 岡 5 浄上真宗！東） 室町時代 ・弘治冗年 (1555)に僧穎法が創建したと伝えられる，山門前の地戟堂にある 3体の石iムは ES 
毎年の地蔵盆に本堂に移される。その内 1体には江戸時代 ・正徳 3年 (1713)銘がある。

31 園 正 寺 岡 5 浄土真宗！東） 用明天皇の時 (586-5寃8永7)年の閲創建(1Gと2伝4-え-られる。元は丹北郡大塚にあり 「小土山向福寺」と号してい E8 
たが焼失。江戸時代 ・ 43)に管正善が現在の地に再興したと伝えられる。

'l2 来 逓 寺 丹南 :i 融通念仏宗
天江平戸年時代間・(元72和9~9年7来4?(1迎)6の寺23創の}建にいはとぶ伝、き高え木ら昭氏れ和のる菩5。6提維年寺臼(時と19代8し1て・)正再6和月~年!,1 閻六別(13時12の~一つ1'.l十ln箇)怯郷明別上時人の1辻こよ本り寺中I浣肺【し府、

FR 

指定天然記念物】 巨指定

33 栄 久 寺 立部 ］ 浄士真宗（東）
元安【市土は指桃「定観,1有音,時形寺代文」・と化天い財正うJ8真年紙言本(宗1墾5寺8也0院)教、で如石、 宰上山町人合時消戦代忌和•睦明平後応成に年教2間5如(1年が49[河220内~13国)11門52C徒月O)衆2に0と改坊日宗指主・定改衆号に宛したてと伝えられる^

F7 
た掛状が残る。

(2 3) 

34 安 投 寺 西大塚 l 浄土真宗（西 ）創建年代は不詳である。長らく羽曳野市島泉所在 「明教寺」の末寺であった。 F6 

35 大 念 寺 西大塚 l 磁通念仏宗 鎌怠時代 ・ 元亨年笥 (1321 ~ 13231 に 、 法明上人の念仏勧進道）騒として創建ざれたと伝えられる。 F6 

36 西 法 寺 西野々 l 浄土真宗（東） 江戸時代 ・党文 9年 (1569)に惣直場より発祥したと伝えられる。昭和 17年までは、東本廊寺と西本 F5 
願寺の両板に屈していた。

37 法 泉 寺 一注屏 l 浄十具宗（西） 斤は真言宗で、宰町時代 ・天文2年 (1533)に俯浄信により改宗したと伝えられている。江戸時代は cs 
興正寺隅戻都市下京区1の末寺であった。

38 頓 随 寺 別所6 浄土呉宗（東） 室町峙代の削建と伝えられ、江戸時代 ・究文8内年屋宗(16山69（)喜頃右に衛はF寺院化していたと思われる。本堂の F3 
欄間には宝暦6年 (¥756)銘と寄進者である河 9)の名が刻まれている。

39 教 専 寺 大堀 3 浄土真宗（西） 惣姐場より発祥したと思われる。明治 7年 (1874)には大堀小学校 （現忠我小学校＇Iが団かれた， CZ 

ぬ 名 称 所 在 地 宗 派 摘要 地図

40 不 退 寺 小/II4 浄土真宗！東） 江戸時代 ・自享3年 (1686)に僧善入が創建したと伝えられる。 H3 

41 正 ， 心 寺 小/II4 浄土真宗（西） 江戸峙代 ・元禄6年 (1693)に小川村の谷与次兵衛が創建したと伝えられる。現在は不退寺と同じ建 H3 
物に併設されている。

12 ＾ lL 
法 寺 若林 l 浄士真宗 i東） 文禄3年 (1591)以前に惣道場として発祥したとされ、江戸時代・窃文8年 (1668)に寺号が与えられた。 H3 

43 本 了 寺 若林 1 El 蓮 宗 江戸時代 ・元和6年こ(1は62、0)テcfoに僧3日年空(が16剖1建。若林の郷士 ・長尾氏の菩捏寺で江戸時代末に僧日泰1こ H3 
より中興した。培内I 7', 没の初代長尾輝虎（日変）の下輪塔が残る。

44 東 池 庵 若林 1 日 蓬 、ホギ 江戸時代 ・元和元年 (1615)に憎日空が削建したと伝えられるが、変長7年 (1602)創建ともされる。 H3 
（束池寺） 明和年間 (1764~177¥)に僧日理により中頻。

45 福應字跡 新堂 2 浄上真宗（東） 江戸吟代 ・党永年間 (1624現~在16、4跡3)地の創建と伝えられる。昭和9年 (1基93と4)大に正再元建年を予定したが、台 E6 
上田 7 風被害のため中止された。 （上田7)年に［は江戸時代の墓石2 09,2)に建てら

れた「福應庵碑」石碑が残されている。明冶7 1874)には松原小学校の分教堺が団かれた。

46 浄念幸跡 天芙南 4 融通念仏宗 江戸時代 ・慶長た18浄年念(1油6が13あ)年りに堀村の柑那が創連したと伝えちれる。近代に廃寺となったが、跡地 B4 
には植那が建て 本尊等が祀られている。また、文化6年 (1809i銘の延命地蔵が卍ら
れ Cおり、毎年8月に地！荻盆が行われ（いる。

47 西油寺跡 束新町 5 浄土真宗（西） 創建年不明で、江戸時代・寛政 4年 (1702)頃には寺名が確認できるc大正時代末期頃に廃寺となった。 C6 

48 牝興寺跡 三宅中 4 恐通念 仏 宗 鎌倉時代 ・元亨年間 (1321- は13西23方)に寺、法明上人の念仏勧進消場として創建されたと伝えられる。 E3 
明治30年に廃寺となり、本羽 （寺院Nu21)に引き縫がれた。跡地には既腿寺地蔵が残る。

49 光輪寺跡 三宅中 4 浄土具宗（東） 沼和初期に廃寺となった。 認均

50 神宮 寺 跡 天芙我堂 4 黄 渠 宗 現在の我堂八播宮の境内地（神1き社継NがaれI)に存在したが明治峙代初用に廃寺となった。本尊 ・阿弥陀如来 A4 B4 
像は、善正寺（寺院NoI) Iこう た。

51 梅 松 院 三宅中 4 不 明 屯本合苔神・社阿の弥神陀宮如寺来立で像、平等安は時西代方・寺天炭（寺5院年Nu(9242)の創建と伝えられる，明治4年 (1871)に廃寺となり、 E3 
(:CO宅寺）跡 I)に引き組がれた。

52 観念 幸 跡 ト田7 真 言 宗 僧秀盛が宰町時代 ・永禄年1且1(1558 ~ 1569)に創建したと伝えられふ柴姪神社（神社lla8)の神宮 E6 

寺で、柴明薙治神社5年南P(1872)に廃寺となった。本蔚 ・十一面観音像は、近くの親音鎚へ引き継がれた。現
在の りは｀鋭念寺の山門でもあった。

53 布 忍 寺 北新町 2・5 不 明 平安時代 ・党治3年 (1068年9)の創建で、 中世には七堂伽藍を備えてJ たヽと伝えられる。大林寺や布忍 B4 B5 
（永巽寺）跡 南新町 l・R 寺に緑起が残る。明治 (187.,明)治に廃8寺年となり、本芍 ・十一面硯音立像は大林寺に移された。堂宇 ,Ho 

は第 32番 1ヽ学として利用され、 (1875)に向井ぃ学校（現布忍小学校） へと校名を変えた。

54 東之坊跡 新堂 3 真 再 宗 室町時代 ・永禄年間（寺(1558~ 1に5引69き)に継僧が秀れ盛たが。創建したと伝えられる。廃寺となった後、本蒋 ・地 E7 
蔵菩薩像は良念寺 暁No28) 。

55 安明寺跡 天美北3~5 不 明 「寺院Nn5 安明寺」を参照， Cl 

56 山寺廃寺 天美我棠 5 不 明 小字名に 「山寺」という所があり、 発掘調査で平安時代後期の瓦が多数出士した。 B3 84 

57 薬師堂推定地 天芙西 4 不 明 平安時代創建の七堂伽藍を備える大寺で、大坂夏の庫で荒廃したと伝えられる。小字名に「英師党」 A2A3 
という所があり、施福寺（寺院泌 3)の薬師如来1象他2体は当寺のものとされる。 R2 R3 

08 観苗堂溌寺 天芙西 7 不 明 小・子名に「観苗堂」という所があり、発掘調査で平女時代後期0)瓦が多数出土した。 A< 

59 大日営推定地 冠西 l 不 明 小字名に「大日」という所があり、周辺の調杏より室町時代の寺院と推定される。 83 

天美束8
天美南6

60 大堀廃寺 大堀 2 不 明 発荊調査で京良時代の瓦が出土。 G3 

61 大和 寺 跡 丹南 4 不 明 小字名に 「大和寺」という所があり、発掘調査で「南無ロロロヒ」を記す軒平瓦のほか、鎌倉～室町 E9 
時代の阿が多数出土した。また、「丹南村明細帳」に 「大和寺」の寺名が見られる。

be 柴泉幸跡 岡5 不 明 小字もに属仙寺」という所があり、発掘調査で鎌倉時代0)瓦が多数出土した。また、広隆寺文街0) 凶

「松原庄年貞目録」に 「薬泉寺」という寺名が見られる。

63 観音寺推定地 立部2 不 明 小字名に「観音寺」という所がある。 「埋蔵文化財包蔵地llo27立部迎跡」を参照。 F7F8 

64 三昧堂推定地 別所6 不 明 伝承が残る。 F3 

65 善浄寺推定地 河合2 不 明 小字名に「善浄寺」という所がある。 C606 

66 八王寺推定地 河合 1 不 明 小字名に 「八王寺」という所がある。 D7 

67 善乗寺推定地 三宅西 2 不 明 小字名に「笛乗寺」という所がある。 D4 

68 安時寺推定地 岡 l 不 明 小字名に「安時寺」という所がある。 E7 

69 弥生寺推定地 立部 l 不 明 4字名に「弥生寺」という所がある。 E7 F8 
F7F8 

70 善光寺推定地 西大塚 l 不 明 小字名に 「善光寺」という所がある。 F5 F6 

71 新堂坊推定地 一律屋 3 不 明 4字名に「新堂坊」という所がある。 F4 

倉 3.神社
No 名 称 所在地 祭 神 摘要 地図

1 我棠八幡宮 天美我蛍 4 晉 EEi 別命 江戸時代には 「十五仕明伸」や 「氏神十五社神」等と称し、明治時代1ーは「八幡神社」、大三時代には「産 A4 B4 

（応 神天皇 ）士神社」と呼はれた。江戸時代までは、試神し宮に寺使（寺った暁明ぬ治50初)期と苦合していたが、明治時代初期に寺院
は廃寺となった。境内には若者たちが力 の力石が6個残されている。

2 布忍神社 北新町 2 述須佐男之命
平安時代間・窪社治流3造年檜(皮10臼89で)の、創昭建和と伝え、ら(1党9れ8文る2元)布の年忍調(寺倉16i6・永1)改輿に修寺来時）日にのし鋲「災窪守奨文社宗三と総年し本て(1山創6万6建3福)さ銘寺れ奉第た納五と札世さ」とれがなる発っ。

C5 
八田事代主之命 本殿は一 57年
武甕槌雄之命 見された。本殿にかかる 1布忍宮」扁額は

た高泉性湧の箪であるn

境内には合祀された春日神社、水分神社があるほか、神木であるクスやムクなどの大木が見られる。

【府指定有形文化財】本布殿忍八（江景戸扁初額朋）宝附永木2片年平成 14年 (2002)I月 29日指定
【市指定有形文化財】 (1705)奉納 平成21年 (2009)2月3日指定

Nu 名 称 所 在 地 祭 神 摘要 地 図

3 河合神吐 河合 3 素姿呪命 元は現在よりも広い培内を有し、 南面していたという。明治41年(1は9元08文)に金岡神社 ！現堺市北牛区頭） 07 
天児屋根命 に合祀されたが、現在は元の場所に戻されている。器内の手水石に 5年 (1740)の年号と

事代主命 天王の名が刻まれている。

4 高見神吐 森見の里 3 シンメイさん ill建年不明。祭神のシンメイさんは、女神で、毎夜、柴踊神社へ行かれるので夜関は留守だという伝 D6 
承がある。境内にはエノキの大木が見られる。

5 出坐神社 出井城 5 依網宿禰 延喜式内社で、平女時代 ・貞観4年 (862)以前の創建と伝えられるc古代氏族 ・出井氏の祖を祀ると D4 
呉服淡織 も言われる。明治41チ年の(1大90木8)がに見柴ら麻れ神る社c（神社No6)に合祀されたが、現在は元の場所に戻されている。
豊宇気毘売神 境内にはクロガネモ

6 屯倉神吐 三宅中 4 菅原道哀
平安時、1)代大に物梅・主天松変社院、5（寺年日院吉(9N神4u2ネ5)； の削建と伝えられる。江戸時代までは泄松I浣と習合していたが、 明治4年

E3 
須佐之男命 神(18社7、1 ])は廃寺となった。境内には市杵島姫社、琴平神社、天照大神社、 素受喝
品陀別命 日吉神社、天津神社が合祀されている。また、酋原道真公が大宰府へ赴く際に立ち

寄り勝かけたとされる神形石があり、クスやムクの大木も見られる。

6 酒屋神社 竺宅中 4 津 速魂命 延吾式内社で、。平本安来時の代社・地貞は観三4宅年付(8西62方)以であ前の創建と伝えられるc凸代氏族 ・中臣酒屋氏のillを祀 E3 
（酒屋権現） るとも言われる ったが、明治40年 (19D7)に屯倉神社に合祀された。

7 阿保神吐 阿俣 5 菅原追其 平安時代に平城天呈の第一呈子で歌人 ・在原菜平の父である阿｛呆親王が当地で住まいしたという伝承 E4 
がある。本殿は 17I!. 紀中期に迎立されたと思われる一問社流造で、拝殿天井は珍しい花天井である。

拝殿は天保ク13ス年の大(18木4が2)見の建築で、拝殿横には、合祀されている河保親王社、厳ぬ姫命社がある。ま
た境内には られる。

8 柴箱神吐 上田 7 反正天皇 5世紀後半に第 24代仁賢天皇の勅命により創建したと伝えられ、社地は反王天皇丹比柴羅宮跡であ E6 
菅原遵哀 るとも伝えられる。白来 「広庭神社」 とも称し、永らくわ観念り、寺室（寺町院時N代a5（2観)応と習3合年したものであった。
依爾宿禰 半安時代前明・ヽ 貞る観。明6年治時(8代64初)に期消に租観大念皇寺かはら宝幣を賜 る(13住5吉2)社に、は足利直

義が参詣して1， 廃寺となった。境内には合祀されてい 歯神社、
稲楠大神社、勝手大神、大語社、正井毀、十二社権現社、菅原呻社がある。

， +—社権現吐 新堂 3 伊邪那失大神
室元人町のは東道時代之中安坊・全永（廃を禄寺祈年願間）のす(1境る5内5も8にの-あで1っも56たあ9)。っに中た悩高c秀野盛街が道創や建住し吉た街と道伝にわ近る接がし、その社地は二転三転している。

E7 
伊邪那岐大神 、熊野詣や裔野詣に往来する旅
素箋嗚蔚
天 照 畠 大 神 十―社権現は熊野三,1,に祀られた神々で、他 10神は事解之男神、速玉之男神、忍穂耳命、瑳々杵命、

他 10神 彦穂々出見命、弟茅草箔不合命、飼遇突智命、埴山姫命、弾都波能亮命、稚産霊である。

10 出岡弁財天 岡 l 弁 財 天 宮ノ池に向かって突き出た出島に祠が建つ。 4世紀末期の応神天皇の時に百済［現朝鮮半島南部）か E7 
ら日本に泡字を伝えた浦来人 ・王仁が、当地に判子を祀る聖営を建て学淵を広めたという伝承がある。

11 正 井 殿 岡3 素受嗚命 明治時代の神仏分離で竹内街道沿いに移されたが、疫病が流行したため元の地に戻された。江戸時代 E7 
には、神木「連理の松」が有名であったらしく、江戸時代中朋 ・延宝7年 (1679)に刊行された 『河
肉鑑名所記』にその記載が見えるが、現在は残っていない。

12 丹 南 天 満 宮 丹南 3 菅原辺真

丹安修境が南土残さ内桃のれにる。産山はた明。合土時治祀神代本4で殿9さこ1年、創れの江建浜た(1戸9八床さ0時坂れ緑8)代神た板に・社汲元と広考、に文国伊え享神5勢保社ら年大れ8（神(現1る年74苺堺本(10、市殿)7稲美の2は荷3原、)神『の丹区三社墾南）閻、に苔村狛社合が明田流祀咄あ彦造さ恨り社檜れ、』が皮た安にあ羞が政はるで．現2。、「年氏在境昭神は内和(1天元8入55の神4n5)」場年に年所とは(1彩記に9延色7蔽戻宝9工)ささ事7にれれ年調時てて査の(1しい6棟・る7る改札9。^ ) 

E9 
大照大神
天児屋根命

銘の石烏居が述つ。

13 厳島神吐 ー津屋 5 市杵島姫命 江戸時代には「＃財天宮」 と称れし、た一。津山屋号古は堺「鐘（坦掲豆,1,文」化で財、泌本殿46に)の扉上額にが位掛置けすらる。戦国時代には一 GS 
（宇賀神） 注屋城（城館No6)として利用さ れている。

14 熱出神吐 別所 b 己本武尊 本殿は一閻社流造。坑内には稲仲大明神社、龍神大神社、稲仲神社、金毘既大権現社、庚申堂、不動 F3 
堂が合祀されている。また他にも江戸時代のかくれキリシタンの礼拝物といわれるキリシタン灯籠や
若者が力試しに使った力石などが残り、クスの大木が見られる。江戸時代までは神仏碑合で、阿弥陀

如来像が安図されてれいたた慄が石、の明社治号痔は代、初近期代にの頓梱防学寺者（藤寺滞院南節岳3の8)手にに移よさるれもたの。
大正 8年に奉納さ である。

15 八幡神吐 大堀 4 品陀別命 鎌g時代末から南北朝時代の元弘～建武年間I0331 の~板1札33が7残)にる深。居坂神内社にかはら合分祀祀さしたとされ、 本殿 CZ 
は一問社流造檜皮位で江戸時代 ・元禄 15年 (1703) れている稲荷神社
が鎖座している。

16 深居神吐 小1115 品陀別命
奈良時の(1終代6怠6産0・)土韮の神老棟元で札あ年がっ残(7たる17。。)の創建と伝えられている。本殿は一間社流造こけら甘で、江戸時代 ・万治

G3 
3年 元弘～建武年間(1331- 1337)までは藤井寺市域の津堂と若林・大堀・小111・
川辺

17 若 林神 吐 若林 l 品陀別命 鎌印時代末から南北朝時代の冗弘～建祖内武に年はr.イ1(1チ3ョ31ウ~の大13木31が1に見深ら居れ神る社から分祀したものと伝えら H3 
れる。本殿は一閻社春日造柿口で、境内 。

18 牛滝さ ん 丹南 5 小高い丘の上に牛神を祀る祠と江戸時i,の・天喘明午の5年節句(1785)奉納の石灯節がある。昭和 30年代頃まで D9 
は、出植え前の 6月初旬 (16暦5月5日 ）に製耕牛を連れて来て健康を顧っていた。

19 八幡神吐 天美西3 幻建年代は不詳である。入口には文化 12年 (1815)銘の石鳥居が迂つ。 B2 

20 二見距王大神社 上835 印建年代は不詳で、白蛇の神を祀る。培内には観音堂と地蕨蛍が建ち並んでいるn E6 

21 酒屋神社跡 三宅中 6 明治 40年 (1907)に屯倉神社（神仕Na6)に合祀された。妍地には 1酒g大神」と称する小祠が連つ。 D3 

22 +—社権現社別 新堂 3 東坊（廃寺1(寺院th54) <rJ境内にあったとされる。 E7 

23 菩 原 神 社 跡 西大塚 l ；；；原道兵 大塚山古瑣後f9部頂上にあ-aた神社で、明治 41年に柴籠神社に合祀されたが、その後大津神社 （羽 F6 
（天 油 宮別） 羽曳野市 曳野市高競所在）に再度合祀された。享和元年 (1801)銘の手水石が柴離神社（神社Nu8)に残る。

24 阿麻美許酋神社
大東住阪市吉区

素交り烏命 平安時代 ・大同年間松(8原06市-の8城09連)寺の創建と伝えられる延喜式内社である。神宮寺があったが、明治に B2 
廃寺となっている。 ・油上 ・芝 ・池内と大版市の枯木 ・欠II].住造の氏神てある。周
辺に行基池・行基栢・行彗塚など行巷に関するの伝承が多く残ることから、境内に「行基菩薩安住之地」
と銘のある石碑が建てられている。

25 大 依 羅 神 吐 大住吉阪市区 建波豆羅利饂 延喜式内社で、甲安時代 ・貞観4年 (862)以前の創建と思われる。「日本苫紀」等に記載が見える古 ~2 
底 筒 之 男 命 代の大池 「依網池」の畔にあって、その鎖守社として創建されたとも考えられる。
中筒之男命 本殿南II!!の参追前には依網池跡の石碑がある。
表箇之男命

26 川辺八幡神吐 大版市 品陀別命 鎌倉時代末から南北朝時代の元弘～浬武年拙 (1331~ 1337)に深居神社（寺隙恥 16)から分祀したと G2 
平野区 伝えられる。

叫員 4.交通関係
種別 ぬ 名 称 所在地 時 代 滴要 地区

街道 I 長尾街道 天美我堂～一津屋 飛烏時代～近世 中近世に熊野詣や伊勢詣、扁野詣の隆硲と共に発展した堺と大和を結ぷ東西幹線道路で A5~G5 

叫
ある。「日本患史l等にある「大津道」とする税がある。（埋蔵文化財包蔵地No47参照）

< 竹 内街道 岡～立部 飛房時代～近世 中近世に熊野詣や伊勢詣、 扁野詣C)隆盛と共に発展した堺と大和を結ぶ束西幹線道路で 店～出

ある。「日本円紀」等にある「丹北道」とする説がある。（埋蔵文化財包栽地Nu48参照）

3 下高野往~ 適 天美西～河合 立安1埒代～近世 中近世に熊野詣や伊勢詣、高野詣の隆盛とともに発展した大阪と高野山を結ぶ南北幹線 Bl~B4 

逍路でめる。大阪狭山市で中窃野街道と合流する。（埋蔵文化財包蔵地 ~u52 参照） C4~C7 

4 巾裔 野街迫 三宅巾～丹南 立安時代～近世 中近世に熊野詣や伊勢詣、病野詣の隆盛とともに発展した大阪と高野山を結ぶ南北幹紐 El-印

道路である。 1埋蔵文化財包蔵地Nu53参照）

5 住 吉 道 席見の里～新堂 近 世 長尾街道こ口高野街道を結ぶ道で、その前身は 「斜向道」 である。 D5~町

古道 6 難波大追跡 大美西 飛烏～奈良時代 雑波宮中軸粕紗ミ往ゾく路を南下した場所で、発掘調査により）屈約 18mの南北道路が発見 Al~A5 

~ された。「日本苔紀」等に記載が見える 「大適」と推定される，

7 大 津道 推 定地 天芙我堂～一津届 古 代 「日本杏紀」等に記載が見える古代の官道で、 長尾街道の初源とする説がある。長尾街 A5~G5 
迫沿いの発挽調資で迫路側溝を確認した。

8 丹 比追推 定地 岡～立部 古 代 「日本店紀」等に記載が見える古代の官道で、 竹内街追の初源とする説がある。 応へF8， 斜市］ 逍跡 高見の里～立部 古 代 大津追推定地と丹比追推定地を結ぶ古道で、古文四等の記録はないが、明瞭な土地地割 06~陪

が残る。ごれを「丹比道」とする税もある。住吉道は一部ごの古道を継承するものである。

迫椋 10 中裔 野街道 阿保 4 明治 15年(1882) 中高野街辺傍に所在する角柱の辺椋である。 E5 

員 阿保 4丁目
地蔵堂前逍栖 （正面）右八尾信白山／左平野大咬 ：（右面）甲治十干年九月建之

II 長尾街道 上田 l 明冶43年(1910) 長尾街逍傍に所在する尖頭形角柱の迫楳である。 D5 
ちちかみはし道楳

（正面）ち >かみはし ，（右面）長尾街道 ；（左面）長尾街道；
（塩面）明治叫十三年一月修繕刃坂府

12 中盈i野街道 ・住吉迫 新堂3 社P時代後期 中翡野街道と住吉迫との分岐点路傍に所在する尖頭形角柱の道楳で、現在は、 三叉路南 E7 
祈 蛍 3丁目道椙 天保 5年 (1834) 西に移されているが、 元は北側の分岐中央にあったc

（正面）左さかい／住よし道 ：（右面）右平野／大坂道 ；
（左面）天保五年午正月建之／繹苦心 ；（裏面）すく かうや／よしの 道

13 竹肉街道・中高野街道 岡5 江戸時代後期 竹内街道こ口高野街道との交差点路傍に所在する蒲鉾形角柱の道標で、現任は北西角に ES 
茶屋筋道栢 冥政 9年 (1797) 移されているが、元は南両角にあった。

（正面）右ひらの／大坂造 ；（右面）左さやま／三日市／かうや迎 ；

（左面） 左 さかい道 ；（裏面）党政ナ一丁巳年五月 いせこう中

14 竹内街迫 ・中高野街追 岡4 江戸時代後期 竹内街酒こ口高野街造との交差点路傍の南東角に所在する道楔で、 長い「園地中に埋もれ ES 
分 岐 ・辿•· 棟 痙政 9午 (1797) ていたが、立成 25年に修復され元の位附に丙び建てられた。

（正面）左ふちゐ寺／上太子／やまと 迎；（右面）右さやま／三日市／かうや迷；
（裏面）究政九T巳年五月 いせこう中，仏clliiこ)Ir. ひらの／大坂通

15 中品野 街道 丹南 3 江戸時代 後期 丹南バス停に隣接する行者堂に祀られている役行者像の台石に道楔が刻まれている。 E9 
行者棠内道楳

（正面）南かうや道／西いつミ追／同さかいミち／北人坂道／司ひらのみち

16 歳の上地蔵堂 天美我鎚 7 江戸時代後期 包行E寺の門前に祀られている花岡岩製池蔵生の側壁板正面と小口に道標が刻まれてい A4 

私穴元年 (]848) る。現在は、改修されて側壁板正面には上から新しい石板が貼られている。

（正面）すく 志ぎ山．伍面）凸 さかい達／施主東西我澁村中中長／松甚／
[J兵衛／世話人 II惣／岨安／嘉永元戌申惣七／七月吉日 弥三八

17 監勝寺前地蔵像 ズ ts 江 戸時 代 晟勝寺前のぃ堂に祀られている地政像の）'[和こ酒標が刻まれている。 C2 

W: 面）右ひら0)/左すみよ し

18 下森野街道 天英束 8 江戸時 代 下高野街道傍に地蔵像を刻む蒲鉾形角柱の道椋が所在する。 B3 
天芙束8丁目地蔵像

（正面）仁志き山）U至ひらの 三宅村/Jr.大坂天王寺 あま岸 ，
（方面）施主枚堂村岨屋安兵衛 ；頃団］）すく高野山狭山通

19 天美東8丁目地蔵像 天芙束 8 江戸時 代 小堂に 2体並んで祀られている地蔵像の光井に道椋が刻まれている。 ll3 

(j) (正面）右天王寺 大坂／左ならミチ

② （正面）右八尾甲野迫／左天王寺中の

20 約通寺前抽裁i魚 南新町 l 江戸時代中期 数通寺前にj(1られているIth哉猿の光皆に逍椛が刻まれている。元は下裔野街洒と長序街 cs 
()II地蔵） 室俣 13年(1728) 道が交わる西除川の布忍棺西詰に建てられていた。

（正面）旭産女享保十三戌中／正月十三日／是南かうや迫 束 な ら ふしい寺

21 元長尾街直 堺市北ヌ 汀戸時代 地蔵I象を刻む尖頭形角柱のi酋呼で、現在は堺市北区中村共有砧地に祀られているが、元
布忍橋東詰1也蔵像 は長屋街道の布忍柏東詰に所在した。（道椋恥26参照）

（正面） これより／束ふちい寺／森田屋庄兵衛

22 敬念寺前 梵貝の里3 江戸時 代前期 敬念寺前の小堂に 2体並んで祀られているが、元は長尾街逍と住吉道と道の恢分泌岐27点参（追照分） 
元追分道 地蔵像 天和 2年 (1682) 道）路傍にあった，年号を刻む道椋としては市内最古のものである。（

（正面）右はせよ しの／左ならふしいてら天和二壬歳七月 1日

江戸時代 （正面）右 1ませよしの／左ふちい寺なら

種別 No 名 称 所在地 時 代 摘要 地匿

道標 23 三宅別所霊園内 三宅東 3 江戸時代 無緑笞地に祀られているI阻戊像の内 3体の光背に遵標が刻まれている。 F3 

1 地 蔵 像
（正面）右てんしん左はし口／すく 八まん宮 施主慈巻正眼

（正面）すぐならみち／左八まんみち

（正面）右はし口暢晉宗把／左そうし>みち

24 長尾街追 ー津屋 l 江 戸時 代 長尾街道傍に、地蔵像を刻む蒲鉾形角柱の追標が所在する。 GS 
ー津屋 IJ目地蔵像

（正面）右平野大坂／左さかい道／（右面）す くひらを
（左面）すく ふしい寺／なら

25 天美南6丁目地蔵像 天美南6 江 戸 時代 小堂に祀られている地蔵像の基台部分に追標が刻まれている。 B3 

（正面）左ハ住吉天王寺／のミち

26 天美西2丁巨地蔵像 天芙西 2 江戸時代 民家の庭に祀られている地蔵像の光背に道椋が刻まれているe B2 

（正面）右ハ天王寺へ七 I丁／左り 天王寺住吉迫

27 長尾街追 束新町 4 江 戸 時代 長尾街道の布忍稿東詰の路傍にかつて逆標を刻む地蔵像が祀られていたが、現在は堺寸 C5 
布忍栢東詰地蔵跡 北区中村共有産地に移された。 1適椋ぬ 20参照）

28 追分追地蔵跡 高見の里2 江戸時代中期 長尾街追と住吉道との分岐点 1追分道）祀られていたが、現在は敬念寺前の小堂に移さ D5 
天和2年 (1682) れている。（道椋応21参照）

茶屋 29 岡保茶屋 阿保3-4上FRI・? 近 jll 長尾街道と中裔野街酒いの交差点付近にかつて茶屋があり、往来の人々でにぎわった。 応

益 30 竹肉街通 ・中高野街道 岡4・5 近 世 竹内街道と中高野街逍との交差点付近にかつて茶屋があり、往来の人々でにぎわった。 田

茶屋筋

渡し 31 Ill辺の渡し跡 大堀 4 江戸時代 大堀 4T目所在の八幡神社付近で、大和Illを渡す船があった。 G2 

叫 32 瓜破の渡し跡 大阪市平野区 江戸時代 中高野街道の一部で、大和川を渡す船があった。 El 

33 矢田の渡し跡 大阪市東住吉区 江戸時代 下刀野街道の一部て、大和/IIを渡す船があった。 Bl 

その他 34 一里 塚跡 阿保5.三宅中 2 近 世 中高野街道路傍に所在する。大阪口平野区の大念仏寺からおよそ 1里の地点にあたるc E4 

益
元は道の両側に小丘があったらしいが玩存しないc

35 駅家推定地 北新町6 古 代 平安時代 ・延ら、久束4新年町(1072)に記された 「太政官牒」に里名 「北三条釈家里」の記載が B5 
束新町 l あることか l丁目付近に駅家が年在したとする。また、北新町，3丁目付近の cs 

長尾街造沿いにある小字名「正殿」「馬取il:I」を駅家跡とする説もある。

※追£1の銘文については、面の変更は「 ；」、改行は 「／」で、平IJ読困難な文字は 「口」 で示した。
例 .. ・(正而）右八尾／左口野大阪 ;(;/_;而）明治—I·五年

Ls. 城館
ぬ 名 称 所 在地 時 代 摘要 地図

l 三宅城（三宅砦）推定地 三宅中5 室町時代 戒について明記した古文世はないが、「蔭涼軒日録」の室町時代 ・明応 2年・/宝14君93)1と 「石山本 E3 

願寺日記」の文文 15に年も(1城54跡G)にに恨当1す地るで記布品陣がしあたる記。載がある3 また、江戸時代 0年 (17GO)
の「三宅村明細帳」 。

2 松原城推定池 岡2 南北朝時代 丹下氏の居城である，「和田文杏」に当城での合戦の記載があり、「南山巡狩録」 (1809)にも記 E7 
延元3年(1338)頃 載が見える。

3 丹南藩陣犀跡 丹南 3 江戸時代 諮代大名 ・高木氏 1万石の陣屋。丹幸藩初代藩主高木正次が元和 9年 (1623)に陣居を構え、 E8 
～明治時代 明治 2年 (1869)の廃落四県まで続いた。

4 丹南城 （丹南陣）推定地 丹南 5 南北朝時代 城について明記した古文告はないが、「楠木合戦注文」の元弘「3矢年倉(1昂3」33「城)と］堀「大」「乗木院戸寺口社」雑が事あ記る」。 E9 F9 
～室町時代 の明応2年 (1493)に当地で布陣した記載がある。4ヰ名に

5 丹 下 城 跡 西大塚 l 南北朝時 代 大塚山古墳を利用して築ガれた丹下氏の居城である。 「和田文也」には、延元2~3年(1氾7~ F6G6 
l霙に当城をめぐって数度合戦が行われた記載がある。

G ー津屋城推定地 ー津屋 5 室町時 代 小字名に「山城屋敷」がある。『大阪的現全在志は』厳島(19神22社)では三好駿河守の店城とされる。なお、 G5 
当城は一津屋古禎上に立地しており、 があるc

7 別所城推定地 別所 8 室町時代 小字名に「城山」があり、「別所村絵図」及び土地区画こ明確に痕跡を残す。 『大阪府全志』(1922) F2 
では、毘山高政の居城とされている。

8 大掘城（大堀塁） 推定地 大堀 l 室町時代前明 小字名に「城堅敷」がある。―河内主」(17,,!i)、『大1阪府全主』(1q22)では大堀左馬の居城とされる。 r,,r,4 

， 若林城（若林陣）推定地 若林 l 至町時 代 城について明記した古文書はないが、明応Z'=(1493)に布陣した配載が 「歴涼軒日録」にある。H2H3 

1'6. 墓地
fkl 名 称 所 在地 時 代 摘要 地図

I 来 迎 寺 内 丹南3 江戸時代 元和9年 (1代6藩23主)以正降明、の来五迎翰寺塔が（寺あ院るぬ。32)が丹南藩主高木氏の菩提寺となる。境内に初代落主 E8 
丹南藩主高木氏墓所 正次と 11

2 三宅別所霊園 内 三宅束 2 江戸時代中期 委屋秀且は、 天和2年 (1682)「柏に翠三集宅」付等庄の屋歌の集家をに残生すま。れ、 明和2年 (1765)に没している。号 F3 
妻屋可雷希秀員鉛 を可雪と称する歌人であり、

3 北山橘庵茎 ー油屋 5 江戸時 代後期 北山橘庵は享保 16年ぁ(1731)生まれで、買政「橘3庵年詩(1紗79」1)等にを没残しすて。いる。医者であり、f肖学者 GS 
であり、漢文学者でも る。一沖屋に住み、

事 7.その他
No 名 称 所 在 地 時 代 摘要 地 図

I 更池村惣井戸 南新町 1 江戸時代後期 究政 8年 (179敷6に)銘存の在井し筒たががあ、 り、井筒の内面に多聞院の 5代住戟距昌の銘がある。元は C5 
西除Illの河川 、河Ill改修に伴い現在の場所に移ざれた。

:! 稲も 寺 惣井戸 南新町 、： 江戸時代 認,',(寺院NoIJ) fこ井箇が残るが時期は不明である。 Co 

3 高見村惣井戸 詞見の里 3 江戸時代後期 天保8年 (1837)銘の井筒があり、弘法大りIiiこまつわる伝説がある。 D6 

4 城連寺 ・池内共同廷 天美北 7 汀戸時 代？ 無縁筵地に祀られている。角柱形の竿部に地蔵像が刻まれ竿二部は左右に張り出している。竿 B2 
地内キリシタン灯姫 部の地訊像はマリアまたはキリスト教宜教師と言われる。また、左右に張り出した竿上部は十

字架とも、茶人が好む織部灯籠とも言われる。なお、竿部以外は追存していない。

5 熱田神社内 別所 6 江戸時 代？ 城連寺 ・池内共同塾地のものと類似している。 ；T寵には、笠、火袋、中台等が備わっているが、 F3 
キ リシタン灯籠 竿部以外は現代に作り直したものである。

6 三宅 別所霊園内 三宅東3I目 江戸時代'! 無縁葵地に祀られている。咆0)ものと異なり竿上部の左右C)張り出しがない，なお、半部以外 応
キリシタン灯籠 は追存していない。

7 丹南学校（藩校）跡 丹南 3 明治時代初期 明年治(1元871年)(lffi3)に廃に丹南藩主酒木正坦が国家のための人材育成を口的に陣辰内に設立した。明治 4 E8 
器紺呉で堺県へ払い下げられ、明治9年 (1876)に丹南小学校こなった。

8 北山橘庵宅跡 ー津屋 l 江戸時 代 北山括庵が居住したところで、当時の文人がよく朱った。 GS ， 阿保親王邸跡伝承地 阿保 5 平安時 代 平安時代・承れ和る元。年その(8西34方)に1,-当地へ移り住んだ阿保親王は、現阿保神社の束方と西方に居館を E4 
溝えたとさ は侑教講堂や中門北方の旧三宅村南入に付近iぢま1t門を構えた
とされるりまた、南方の椎児が池は 「親王池」ともいい、阿保親王が築造したC伝えられる，

10 丹比柴踊宮跡伝承地 上 田 新 堂 古墳時 代 5世紀前半に反正天皇が 「丹比」に「柴薙宮」を造営した記載が 「日本書紀」等に見られ、 E6 
柴垣 現桂雛神社付近がその伝承地レされている。

II 王仁の壁堂跡伝承地 岡 l 占墳時代 心呻天皇の時に百掻｛現朝鮮半島向部）より日本に淡字を伝えた渡米人 ・主仁が、現比岡 E7 
弁財天付近に孔子を祀る聖堂を建てて学l~Iを広めたという伝承がある。

12 依 網 池 跡 大阪市住古 古 代 狭山池と並び、古代における池溝土木開発を知る大池であったが現存しない。 「日本杏紀」'-2 A3 
区～堺市北区 等にその記載がたびたび見える。

曇 8.民家
No 名 称 所在地 時 代 摘要 地 図

l 中山家住宅 別所6 江戸時代後期 江戸時代に大庄屋を務めた裳家で、主屋は文化 2年 (1805)に建てられ、天俣冗年 (1830)に奥 F3 
座敷が増築された記録が古文杏に残る。
［国登録有形文化財］キ席、協殿 怠部届、寮、 二階蔵、南弯蔵、炭蔵綿蔵、 北二1偕蔵、米蔵
瀬戸物蔵、木蔵及び双門、長屋門、艮屋、塀 平成 16年 (2004)3月2日登録

2 田中家住宅 高見の里 3 明冶時代初期 近代初期の特徴を持つ町届で、主屋が明治 5年(外18塀72)頃でそれ以外は昭和初期のものである。 D6 
［国登録有形文化財］主屋、長屋門、土栽、離れ、 平成 18年 (2006)8月3E登録

3 田中家住宅 向新町 l 江戸時代後期l 江戸時代の庄屋門の農家で、宝永6年 11709)に建てられ文政 (1818- 1830)と天保 (1830- C5 

1困84登4)録の有頃形に文増化改財染】や主改屋修、工事が行われている。
［ 長屋門 平成21年 (2009)4月 28日登録

4 柏田家住宅 天美束8 明治時 代 江戸時代に人庄屋を務めた町家で、奥座敷棟が明治 20年 (1887)に建てられ、道具蔵が唄治時 B3 
削期～後 期 代前期、ム閑告院と大門が明治後期のものである。

（国登録有形文化財J奥座敷煉、逆具蔵、玄関宙院、大門 平成26年 (2014)10月 7日登録

• 9. 樹木
Nu 名 称 所 {f 地

1 I来迎寺のいぶき I丹南 3

摘要

（府指定天然記念物】幹固 410cm、庶さ 15m、樹齢500年 昭和 56年 (1081)6月 1日指定

地 図

E8 

●
圃

10. 日本遺産
日本立邸 IJapaoHe<ltage)は地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化 ・伝統を語るストーリーを文化1子が認定したものです。既存の文化財の価lrrr付けや保

全のための新たな規制を図ることを目的としたものではなく、地域に点在する追荏を ilii」として活用し、梵信することで、地城砧性化を図ることを目的として

います。

名 称 所在自冶体

1400年に渡る悠久の歴史を伝える 「品古の国迫」 大阪府（大阪市、堺市、松原市、ンPl曳野井、太了町）
～竹内街迫 ・横大路（大道）～ 奈良県（紹城市、大和高子市、栢原市、桜井市、 明日香村）

市内の構成要素

竹内街道（街遥恥2) / 難波大迅（埋蔵文化財包蔵地Nc,49) / 柴簸神社（神社Nu8) / 岡辿跡（埋蔵文化財包鼓地油26) / 丹南辿跡 （同Nu29)

ストー リーの概要

春分と秋分の日、太陽ぱ三論山から昇り、二上山を超えて大阪湾に沈む。このことから、推古天皇 21年 (613年）に東西の直縁で敷設された幅 20mを
越える大道（竹内街道 ・横大路）は、太陽の追と言われる。

古代には、大陸からの使節団が難油宮から飛，，，，；京を訪れ、先進技術や仏教文化を伝えた。中世には経済都市を結び、近世には伊勢参りの宿場町と しての賑
わいを見せ、場所ごとに様々な表怖を浮かべる。1400年の歴史の移り変わりを周辺の歴史逍産を通して感じさせる日本最古の匝道。 それが竹内街道 ・横大
路（大道）なのである。 平成 29年 (2017}4月28E認定


